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祝賀会の分かち合いとして開かれたシ
ンポジウムは、準備委員会委員長Sr.
奥井博子によるプロローグの後、山口
晶子（み55・宮24）、Sara Hisamune
（ISSH12年生）、石橋聡子（不二聖心高
校2年生）、Sr.伊澤夏海、各氏による
素晴らしいスピーチで、参加者の心
に深く残るものとなりました。

大学学食での茶話会は、祝賀にちな
む生徒達による絵画を中心にしてテー
ブルが飾られ、多くの JASH 会員も手
伝いました。皇后陛下御臨席のもと、
各校生徒達の制服姿は、大きな聖心
家族に囲まれて輝いており、和やかな
雰囲気のひとときでした。

聖心会アメリカ・カナダ管区の呼びか
けに応えての「祈りの１年」を終え、聖
フィリピン・デュシェーンの祝日11月 18
日、イエズス会ルカ神父の司式で大学
聖堂にてのお祝いミサが行われました。
聖心会シスターズ、姉妹校学生・生徒
及び教職員、JASH 各同窓会員、皆
で心を合わせて祈りました。
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JASHに関する情報をいち早く
掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

▼ AMASCウェブサイトはこちら
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AMASCを担う会長国の立候補がないと
いう危機に瀕し、多くの会長からAMASC
を続けてほしいと言われ、発祥の地ヨーロッ
パとして責任を果たすために今回の会則の
一時的変更という措置を取った。
AMASC の継続のためには学校と連携し
若い世代を取り込まなければならない。聖心
ファミリーの結束を実現し、若者の参加を得
てAMASCを明日へと繋げていくために、
皆の協力を願う。

2018年10月AMASC（世界聖心同窓会）新体制が発表されました。

“Times Change, and we have to change with it”  Saint Madeleine-Sophie Barat
AMASC 新会長 Paola del Prete
〈Message〉

日本聖心同窓会

お宝写真館
「シグナル」

from 資料委員会

　日本にある聖心の8同窓会が一堂に会する毎年恒例の「JASHの日」が3月19日に
宮代ホールで150名超のご出席のもと開催されました。昨年11月18日アメリカのセントルイス
で行われた「聖ローズ・フィリピン・デュシェーン 200年祝」ミサの動画、Sr.新庄のご挨拶、
次期JASH名誉会長 Sr.宇野三惠子のご紹介、各同窓会の活動報告発表など活発に
情報を交わす機会となりました。報告会の後、茶話会会場では各同窓会のミニバザー
や、お茶菓子を手に懐かしい顔ぶれと話に花が咲くひと時でした。

J の
第33回

日
ASH

教育担当のマザーが生徒に合図を送るときに使われたカスタネットのよう
なもの（木製）です。マザーのポケットに“シグナル”が入っていました。
沈黙の中、この「カチッ」という音で、今何をしなければならないかすべ
てわかります。1つ打ちは「礼」「前へすすめ」など行動に対する指令、
数回打ちは「お静かに」「走らない」などの注意となります。
おそらく創立者の時代からあるものでバチカン公会議によって修道服
が簡素化されたと共に姿を消したと思われます。

2018年1月、大学1号館3階に移転。崖の上に建つ
古い日本家屋の六畳一間から、明るく広い角部屋
に移り、動線とともに機能性が向上。活動しやすくな
りました。役員会、理事会を開催する会議室を兼ね
た一室です。

理事会風景。年6回、21
名の理事が集います。

各同窓会活動報告の発表

好評のミニバザーはいつも賑わっています 当日配布された世界中の聖心会シスターズからの
英語の省察とボランティアによるその日本語訳の冊子
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JASH事務室
［シリーズ］同窓会活動の場を訪ねて①

新大陸へ向かう情熱と勇気を
持った聖フィリピン・デュシェーンが、
4人の修道女と共に1818年に
レベッカ号に乗り込み大西洋を
渡ってから200年となりました。

2019年秋、スタディグループ発足！ 詳細は決定次第、ウェブサイトに掲載いたします。

●会長
Paola DEL PRETE  DELVAGLIO（イタリア）

●副会長
Jacqueline de MONTJOYE（ベルギー）

●総書記
Marie-Pascale de DROUAS（フランス）

●総会計
Bianca M. FENZI（イタリア）

●コーディネーターヨーロッパ
Pilar GRASSA GARRIDO

●コーディネーターラテンアメリカ
Rosa Cristina JARAMILLO

●ベルギー当局とのリエゾン
Quentin MERNY

●ホスピタリティ ニュースレター
Alicia MOREYRA

●コーディネーター北米
Rhonda RAFFI MEEGAN

●ヤング AMASCとのリエゾン
Dede SHEEHAN BRUNETTI

●コーディネーターアフリカ
Rosemary Namukasa SSEMBAJJWE

●ウェブマスター
Victoria ZABALA（スペイン）

●アーキヴィスト
Federica ROSSI GERMANI

旧事務室から共に
引っ越した戸棚。
JASHの歩みの充
溢を覚えます。

AMASCは各国の同窓生から古切手を集め、スペインの同窓会が古切手市場で換金して、
AMASCの活動に役立てています。
使用済切手の周囲5ミリほどを残し、JASH事務室までお送りください。古切手を集めて

います！
Stamp

News!

●学校とのリエゾン
Maria Luisa CAMPA（イタリア）

●コーディネーターオセアニア州
Viki CULLEN

日本国内の聖心姉妹校の
フェイスブックページをご存知ですか？
ぜひご覧ください。

学校法人聖心女子学院教育ネットワーク
S a c r e d  H e a r t  S e v e n  S i s t e r  S c h o o l s

https://www.facebook.com/SeishinNetwork 

「共生」「姉妹校連携」「東日本大震災」
「児童・生徒・学生募集」をキーワードとして7校の

情報を発信しています。

聖ローズ・フィリピン・デュシェーン
200年記念祝 省察ミニバザー

報告会

任期満了に伴い、JASH 名誉会長は2019年4月1日よりシスター宇野三惠子となられます
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聖心会総長 ご一行 来日
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    Japan!

Ｊ
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挨
拶

　
二
〇
一
八
年
は
聖
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ン
が
新
大
陸

に
船
出
し
て
二
〇
〇
年
で
し
た
。
彼
女
の
祝
日
で
あ
る
十

一
月
十
八
日
に
は
世
界
中
の
聖
心
で
祝
い
ま
し
た
。
日
本

で
も
こ
の
日
を
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｈ
と
聖
心
会
で
共
に
準
備
し
記
念
行
事
を
催
し
ま
し
た
。

卒
業
生
、
姉
妹
校
の
教
職
員
と
学
生
・
生
徒
、
聖
心
会
員
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
精

神
を
共
有
し
、
聖
心
の
家
族
の
絆
を
深
め
る
印
象
深
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
ミ
サ
で
読
ま
れ
る
福
音
書
は
ヨハ
ネ
十
二
章
の「
一
粒
の
麦
」の
箇
所
で

す
。
聖
心
が
今
、
世
界
の
四
十
一ヵ
国
に
あ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

生
涯
が
ま
さ
に「
一
粒
の
麦
」で
あ
っ
た
と
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
創
立

者
聖
マ
グ
ダ
レ
ナ
・
ソ
フ
ィ
ア
は
若
い
人
々
の
教
育
を
通
し
て
世
界
中
に
神
の
愛
を

告
げ
知
ら
せ
た
い
と
思
い
、
学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
勇
気
と
情

熱
に
よ
る
船
出
と
そ
れ
に
続
く
働
き
の
お
か
げ
で
、
創
立
者
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
実
現

し
て
い
る
の
で
す
。

　
今
、
聖
心
会
は
こ
の
創
立
者
の
思
い
を
共
に
持
つ
た
く
さ
ん
の
方
々
と
ひ
と
つ

の
大
き
な
家
族
と
し
て
歩
ん
で
い
ま
す
。
こ
の一
年
、
私
た
ち
は
家
族
皆
で
聖
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
根
気
強
く
祈
る
こ
と
、
不
屈
の
態
度
、
自
分
の
慣
れ
親
し
ん
だ
と
こ

ろ
か
ら
未
知
の
世
界
に
出
向
い
て
行
く
船
出
の
精
神
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
自
分
の
世
界
か
ら
出
て
新
し
い
出
会
い
を
す
る
こ
と
、
特
に
、
苦
し
い
立
場
に

置
か
れ
て
い
る
人
々
に
近
づ
き
寄
り
添
う
努
力
を
し
、
こ
の
記
念
の
年
に
学
ん
だ

こ
と
を
ご
一
緒
に
実
行
に
移
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
心
会
日
本
管
区
管
区
長

シ
ス
タ
ー  

新
庄 

美
重
子 

（
み
47
・
宮
16
）

2018年11月18日ごミサ

　
J
A
S
H
は
今
年
度
、
聖
心
会
か
ら
、

聖
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ン
渡
米
二
〇
〇
年
の
記
念
祝
賀
や
総

長
ご
一
行
及
び
A
S
I
A
N
Z
シ
ス
タ
ー
ズ
訪
日
の
お
手
伝
い
と

い
う
良
い
機
会
を
頂
き
、
姉
妹
校
同
窓
会
と
一
丸
と
な
っ
て
活

動
で
き
た
一
年
で
し
た
。
各
国
聖
心
会
シ
ス
タ
ー
ズ
か
ら
毎
週
送

ら
れ
て
く
る
省
察
の
翻
訳
版
他
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
ニュ
ー
ス
を

迅
速
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
共
有
し
よ
う
と
心
が
け
て
参

り
ま
し
た
。
発
足
し
た
ば
か
り
の
A
M
A
S
C
新
役
員
か
ら
の

発
表
に
は「
変
化
」に
対
す
る
創
立
者
の
言
葉
が
掲
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
J
A
S
H
も
A
M
A
S
C
と
共
に
聖
心
会
、
学
校
も

含
め
た
世
界
の
聖
心
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
と
し
て
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
持
続
可
能
な
活
動
の
企
画
、
発
信
を
し
て
参
り
ま
す
。

日
本
聖
心
同
窓
会
会
長

村
上 

直
子 

（
み
59
・
宮
28
）

臨
時
各
国
会
長
会
議

　
昨
年
二
月
の
A
M
A
S
C
メ
リ
ダ
大
会

か
ら
八
ヶ
月
、
新
執
行
部
と
役
員
会
の
選

挙
に
J
A
S
H
会
長
代
理
と
し
て「
臨
時

各
国
会
長
会
議
」に
出
席
。
パ
リ
か
ら
電

車
で
一
時
間
少
々
、
聖
心
会
創
立
者
の
ジ
ョ

ワ
ニ
ー
の
生
家
に
各
国
会
長
・
代
理
人
を

含
む
五
十
名
近
い
A
M
A
S
C
会
員
が

集
結
し
、
ベ
ル
ギ
ー
政
府
の
了
解
を
得
た

規
約
の
一
時
的
変
更
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
政
権
が
誕
生
し
ま

し
た
。
A
M
A
S
C
の
存
続
を
目
指
し
て
世
界
中
の
聖
心
校
と

の
連
携
を
掲
げ
る
新
政
権
の
日
本
に
対
す
る
熱
い
期
待
を
お
伝

え
し
て
、
こ
の
度
の
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

聖
ロ
ー
ズ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ン
新
世
界
へ
の
出

発
二
〇
〇
年
祝
準
備
委
員
会
委
員
長
シ
ス
タ
ー
奥

井
よ
り
、こ
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て「
九
月
十
五

日
を
奉
仕
の
日
に
」、の
呼
び
か
け
に
応
え
、各
同
窓

会
は
こ
の
写
真
の
よ
う
に
様
々
な
活
動
を
い
た
し
ま

し
た
。こ
の
奉
仕
活
動
を
十
一
月
十
八
日
の
お
祝
い
の

ご
ミ
サ
の
時
に
奉
納
い
た
し
ま
し
た
。

10月初旬ローマの聖心会本部

からSr.Barbara Dawson総長

と顧問団4名が来日され、全国

の聖心姉妹校を訪問されまし

た。またそれに併せてASIANZ

のシスター方も訪日され広尾

キャンパス内で4年に1度の管

区長会議が行われました。シス

ター方は短い時間でしたが日

本の食事や文化に触れ、感謝

の内に帰国されました。

臨
時
各
国
会
長
会
議
J
A
S
H
代
表

中
山 

洋
子 

（
み
51
）

海外における
「日本聖心同窓会（JASH）会員の集い」 アメリカ合衆国

英国
フランス
ドイツ
オーストラリア

ニューヨーク
サンフランシスコ／ベイエリア
シカゴ
アリゾナ

パリ

シドニー

※上記以外の地域で活動されている同窓生のグループがあ
りましたら、JASHにご登録ください。「JASHだより」や
JASHウェブサイトで、グループの存在をJASH会員に広く
お知らせし、新しく渡航される同窓生との橋渡しをします。
※各地の活動報告は、JASHウェブサイトに掲載しています。

海外「JASH 会員の集い」の所在地

【お手伝いいただく内容】

JASHボランティア募集

Information

「JASHの日」などのイベント、翻訳、
海外からの会員の案内、通訳、
車での送迎、宿泊提供など。

JASHの活動のお手伝いをしてくださる
ボランティアを、常時募集しています。申
し込みは、JASHウェブサイト「JASHボ
ランティア募集」より。 

2018.9/15Date.
聖心会の墓所が有る雑司ヶ谷霊園
にJASH 役員 7 名で墓参・清掃

茂仁香会
聖フィリピン・デュシェーンへのお祈り

真理茂会
ドゥシェーン会の雑巾製作に参加

みこころ会
奉仕活動

三光会
奉納品としての奉仕活動報告

10月 6・7日に行われた会議終了時、各国シスターが一
同に集まり撮影したもの。米国出身の総長、顧問団4名（コ
ンゴ・フランス・インド・メキシコ出身）、ASIANZのシスター
方（韓国・フィリピン・インド･ANZ・インドネシアより来日）。
※ANZ＝オーストラリア・ニュージーランド管区

10月 17日、聖心女子大学内パーラーにて聖心会総長、
顧問団 4 名、Sr. 新庄美重子、Sr. 田中玲子、Sr. 吹田
眞佐子と各同窓会会長や代表、JASH 役員が一堂に会
し、活発な英語でのランチミーティングを行いました。和やか
な雰囲気の中、「聖心は一つの家族」を実感しました。

語学校・ＩＳＳＨアラムネ
Our Mission

宮代会
右：宮代祭 全会挙げて参加
左：聖フィリピン・デュシェーンの
　  お祝い奉納物

ドゥシェーン会
不二の墓苑清掃

小林みこころ会
右：校内お墓お掃除
左：古切手回収

Date. 2018.10/2～19

仕
活
奉

動

来日シスターズ 懇親会

ジョワニー バラ家の小さな玄関

世界各地に日本の聖心同窓生が暮らし、地域ごとにグループを
作って親睦を深め、助け合っています。その中でも、右記の地域
には「JASH 会員の集い」があり、JASHは代表者の連絡先を
管理しています。また、宮代会海外支部（シンガポール、ワシント
ン、南カリフォルニア）でもJASH 会員が一緒に活動しています。
海外生活を始める方は、渡航前に、ぜひ JASHにお問い合わ
せください。
代表者の連絡先をお知らせします。
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ィ
ア
は
若
い
人
々
の
教
育
を
通
し
て
世
界
中
に
神
の
愛
を

告
げ
知
ら
せ
た
い
と
思
い
、
学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
勇
気
と
情

熱
に
よ
る
船
出
と
そ
れ
に
続
く
働
き
の
お
か
げ
で
、
創
立
者
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
実
現

し
て
い
る
の
で
す
。

　
今
、
聖
心
会
は
こ
の
創
立
者
の
思
い
を
共
に
持
つ
た
く
さ
ん
の
方
々
と
ひ
と
つ

の
大
き
な
家
族
と
し
て
歩
ん
で
い
ま
す
。
こ
の一
年
、
私
た
ち
は
家
族
皆
で
聖
フ
ィ

リ
ピ
ン
か
ら
根
気
強
く
祈
る
こ
と
、
不
屈
の
態
度
、
自
分
の
慣
れ
親
し
ん
だ
と
こ

ろ
か
ら
未
知
の
世
界
に
出
向
い
て
行
く
船
出
の
精
神
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
自
分
の
世
界
か
ら
出
て
新
し
い
出
会
い
を
す
る
こ
と
、
特
に
、
苦
し
い
立
場
に

置
か
れ
て
い
る
人
々
に
近
づ
き
寄
り
添
う
努
力
を
し
、
こ
の
記
念
の
年
に
学
ん
だ

こ
と
を
ご
一
緒
に
実
行
に
移
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
心
会
日
本
管
区
管
区
長

シ
ス
タ
ー  

新
庄 

美
重
子 

（
み
47
・
宮
16
）

2018年11月18日ごミサ

　
J
A
S
H
は
今
年
度
、
聖
心
会
か
ら
、

聖
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ン
渡
米
二
〇
〇
年
の
記
念
祝
賀
や
総

長
ご
一
行
及
び
A
S
I
A
N
Z
シ
ス
タ
ー
ズ
訪
日
の
お
手
伝
い
と

い
う
良
い
機
会
を
頂
き
、
姉
妹
校
同
窓
会
と
一
丸
と
な
っ
て
活

動
で
き
た
一
年
で
し
た
。
各
国
聖
心
会
シ
ス
タ
ー
ズ
か
ら
毎
週
送

ら
れ
て
く
る
省
察
の
翻
訳
版
他
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
ニュ
ー
ス
を

迅
速
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
共
有
し
よ
う
と
心
が
け
て
参

り
ま
し
た
。
発
足
し
た
ば
か
り
の
A
M
A
S
C
新
役
員
か
ら
の

発
表
に
は「
変
化
」に
対
す
る
創
立
者
の
言
葉
が
掲
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
J
A
S
H
も
A
M
A
S
C
と
共
に
聖
心
会
、
学
校
も

含
め
た
世
界
の
聖
心
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
と
し
て
、
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
持
続
可
能
な
活
動
の
企
画
、
発
信
を
し
て
参
り
ま
す
。

日
本
聖
心
同
窓
会
会
長

村
上 

直
子 

（
み
59
・
宮
28
）

臨
時
各
国
会
長
会
議

　
昨
年
二
月
の
A
M
A
S
C
メ
リ
ダ
大
会

か
ら
八
ヶ
月
、
新
執
行
部
と
役
員
会
の
選

挙
に
J
A
S
H
会
長
代
理
と
し
て「
臨
時

各
国
会
長
会
議
」に
出
席
。
パ
リ
か
ら
電

車
で
一
時
間
少
々
、
聖
心
会
創
立
者
の
ジ
ョ

ワ
ニ
ー
の
生
家
に
各
国
会
長
・
代
理
人
を

含
む
五
十
名
近
い
A
M
A
S
C
会
員
が

集
結
し
、
ベ
ル
ギ
ー
政
府
の
了
解
を
得
た

規
約
の
一
時
的
変
更
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
政
権
が
誕
生
し
ま

し
た
。
A
M
A
S
C
の
存
続
を
目
指
し
て
世
界
中
の
聖
心
校
と

の
連
携
を
掲
げ
る
新
政
権
の
日
本
に
対
す
る
熱
い
期
待
を
お
伝

え
し
て
、
こ
の
度
の
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

聖
ロ
ー
ズ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ン
新
世
界
へ
の
出

発
二
〇
〇
年
祝
準
備
委
員
会
委
員
長
シ
ス
タ
ー
奥

井
よ
り
、こ
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て「
九
月
十
五

日
を
奉
仕
の
日
に
」、の
呼
び
か
け
に
応
え
、各
同
窓

会
は
こ
の
写
真
の
よ
う
に
様
々
な
活
動
を
い
た
し
ま

し
た
。こ
の
奉
仕
活
動
を
十
一
月
十
八
日
の
お
祝
い
の

ご
ミ
サ
の
時
に
奉
納
い
た
し
ま
し
た
。

10月初旬ローマの聖心会本部

からSr.Barbara Dawson総長

と顧問団4名が来日され、全国

の聖心姉妹校を訪問されまし

た。またそれに併せてASIANZ

のシスター方も訪日され広尾

キャンパス内で4年に1度の管

区長会議が行われました。シス

ター方は短い時間でしたが日

本の食事や文化に触れ、感謝

の内に帰国されました。

臨
時
各
国
会
長
会
議
J
A
S
H
代
表

中
山 

洋
子 

（
み
51
）

海外における
「日本聖心同窓会（JASH）会員の集い」 アメリカ合衆国

英国
フランス
ドイツ
オーストラリア

ニューヨーク
サンフランシスコ／ベイエリア
シカゴ
アリゾナ

パリ

シドニー

※上記以外の地域で活動されている同窓生のグループがあ
りましたら、JASHにご登録ください。「JASHだより」や
JASHウェブサイトで、グループの存在をJASH会員に広く
お知らせし、新しく渡航される同窓生との橋渡しをします。
※各地の活動報告は、JASHウェブサイトに掲載しています。

海外「JASH 会員の集い」の所在地

【お手伝いいただく内容】

JASHボランティア募集

Information

「JASHの日」などのイベント、翻訳、
海外からの会員の案内、通訳、
車での送迎、宿泊提供など。

JASHの活動のお手伝いをしてくださる
ボランティアを、常時募集しています。申
し込みは、JASHウェブサイト「JASHボ
ランティア募集」より。 

2018.9/15Date.
聖心会の墓所が有る雑司ヶ谷霊園
にJASH 役員 7 名で墓参・清掃

茂仁香会
聖フィリピン・デュシェーンへのお祈り

真理茂会
ドゥシェーン会の雑巾製作に参加

みこころ会
奉仕活動

三光会
奉納品としての奉仕活動報告

10月 6・7日に行われた会議終了時、各国シスターが一
同に集まり撮影したもの。米国出身の総長、顧問団4名（コ
ンゴ・フランス・インド・メキシコ出身）、ASIANZのシスター
方（韓国・フィリピン・インド･ANZ・インドネシアより来日）。
※ANZ＝オーストラリア・ニュージーランド管区

10月 17日、聖心女子大学内パーラーにて聖心会総長、
顧問団 4 名、Sr. 新庄美重子、Sr. 田中玲子、Sr. 吹田
眞佐子と各同窓会会長や代表、JASH 役員が一堂に会
し、活発な英語でのランチミーティングを行いました。和やか
な雰囲気の中、「聖心は一つの家族」を実感しました。

語学校・ＩＳＳＨアラムネ
Our Mission

宮代会
右：宮代祭 全会挙げて参加
左：聖フィリピン・デュシェーンの
　  お祝い奉納物

ドゥシェーン会
不二の墓苑清掃

小林みこころ会
右：校内お墓お掃除
左：古切手回収

Date. 2018.10/2～19

仕
活
奉

動

来日シスターズ 懇親会

ジョワニー バラ家の小さな玄関

世界各地に日本の聖心同窓生が暮らし、地域ごとにグループを
作って親睦を深め、助け合っています。その中でも、右記の地域
には「JASH 会員の集い」があり、JASHは代表者の連絡先を
管理しています。また、宮代会海外支部（シンガポール、ワシント
ン、南カリフォルニア）でもJASH 会員が一緒に活動しています。
海外生活を始める方は、渡航前に、ぜひ JASHにお問い合わ
せください。
代表者の連絡先をお知らせします。

- 2 -- 3 -ASH
だよりNo.29J
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窓
会
報
告

同茂仁香会みこころ会
　
任
期
二
年
目
を
迎
え
、
役
員
一
同
、
同

窓
生
が
よ
り
札
幌
聖
心
に
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
は「
茂
仁
香
会
五
十
周
年
祝
賀
同

窓
会
」が
開
催
さ
れ
、
北
海
道
地
震
で
は

寄
宿
生
の
多
い
札
幌
聖
心
へ
の
支
援
金
呼

び
か
け
に
、
同
窓
生
だ
け
で
な
く
姉
妹
校

同
窓
会
の
ご
賛
同
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
海
外
在
住
の
同
窓
生
の
お
力
を
お
借

り
し
て
学
校
説
明
会
の
お
手
伝
い
等
の
機

会
も
あ
り
、
聖
心
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
強
く
感

じ
た
一
年
で
し
た
。
こ
の
絆
を
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
長  

井
手 
敬
子 （
茂
10
・
宮
32
）

寄付金の贈呈

50周年祝賀同窓会 友愛セール

真理茂会
　
二
〇
一
八
年
真
理
茂
会
は
札
幌
本
部
の

友
愛
セ
ー
ル（
九
月
）、
東
京
支
部
の
宮
代

祭
出
店（
九
月
）、
不
二
聖
心
奉
仕
活
動

と
祈
り
の
会
参
加
が
主
な
活
動
で
し
た
。

例
年
と
変
わ
ら
ず
継
続
が
主
軸
の
一
年
で

し
た
。
私
ど
も
の
総
会
は
隔
年
開
催
の
た

め
、
来
年
度
が
総
会
年
。
そ
の
議
案
打
ち

合
せ
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
現
実

的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
数
字
を
前
に
、

聖
心
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
奮
い
立
た
せ
な
が
ら
来

期
も
皆
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長  

山
屋 

俊
恵 （
真
21
）

真理茂会東京支部
宮代祭

真理茂会本部友愛セール

多様に、グローバルに、より良く生き抜く。
2019年度入学試験
◆ 初等科  1年
    入学試験
◆ 初等科 ５年
    転入・編入試験
◆ 中等科  1年
    帰国生入試

札幌聖心女子学院  中学校・高等学校

わたしの未来をつくる時が
今ここではじまる。

わたしの未来をつくる時が
今ここではじまる。

〒064-8540 札幌市中央区宮の森2条16丁目10-1
TEL 011-611-9231 FAX 011-612-0980

　
み
こ
こ
ろ
会
は
創
立
百
周
年
を
終
え
、

新
し
い
時
代
へ
と
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　
今
年
も
総
会
・
裾
野
墓
参
・
総
ク
ラ
ス

幹
事
会
・
追
悼
ミ
サ
・
新
入
会
員
歓
迎
会

を
催
し
た
他
、
社
会
福
祉
部
は
多
く
の
バ

ザ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
例
年

の
活
動
を
続
け
な
が
ら
新
し
い
試
み
と
し

て
、
み
こ
こ
ろ
会
主
催
の
お
教
室
を
始
め
ま

し
た
。
ま
た
会
員
同
士
が
繋
が
る
た
め
の

交
流
会
も
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
に
と
っ

て
同
窓
会
が
よ
り
身
近
な
存
在
に
な
る
よ

う
、
み
こ
こ
ろ
会
の
こ
れ
か
ら
の
形
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
長  

巻
波 

香
子 （
み
57
）

2018 裾野墓参

三光会
　
三
光
会
は
、
母
校
閉
校
を
受
け
て
、
次

の
ス
テ
ー
ジ
へ
進
む
最
初
の
一
年
を
活
発
に

過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。
役
員
、
元
会
長

方
と
協
力
し
、
総
会
、
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
バ

ザ
ー
、
最
後
の
ニュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
、
追

悼
ミ
サ
を
例
年
通
り
の
規
模
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
三
光
会
グ
ッ
ズ
の

開
発
、
各
同
窓
会
バ
ザ
ー
へ
の
参
加
、
ま
た

青
少
年
福
祉
セ
ン
タ
ー
バ
ザ
ー
で
は
同
窓
生

三
十
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
く

だ
さ
り
、
聖
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュシ
ェ
ー
ン
渡
米

二
〇
〇
年
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
奉
納
の
ひ
と

つ
と
な
り
ま
し
た
。

会
長  

夏
目 

真
希 （
み
70
・
三
英
40
）

語学校・ＩＳＳＨアラムネ
　
ア
ラ
ム
ネ
代
表
と
し
て
三
年
目
を
迎
え
た

今
年
、
母
校
の
百
十
周
年
記
念
、
そ
し
て

聖
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュシ
ェ
ー
ン
の
渡
米
二
〇
〇

年
記
念
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
お
祝
い
す
る
こ

と
が
で
き
て
記
念
す
べ
き
一
年
で
し
た
。

　
今
後
は
、
ア
ラ
ム
ネ
の
会
員
登
録
を
増
や

す
こ
と
、
学
校
で
の
ア
ラ
ム
ネ
の
活
動
を
増

や
す
こ
と
に
専
念
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
、
卒
業
式
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ー
で
の
卒

業
生
と
の
関
係
を
よ
り
深
く
広
く
出
来
る

よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
え
、
次
世
代
の

理
事
を
お
任
せ
で
き
る
担
い
手
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

会
長  M

aylin
g W
oo C

lem
en
ts
 （

I
81
）

Mimy Hayashi Chang‘84 VP
Mayling Woo Clements‘81 Pres.
Ailing Chang Kanazawa‘86 Sec.
Megumi Higuchi Sano‘81 Treasury

総幹事会にて
Sr. 岩井のご高話

宮代会
　
二
〇
一
八
年
度
の
宮
代
会
の
活
動
は
例

年
通
り
大
学
主
催
の
災
害
復
興
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
デ
ー
へ
の
参
加
、
留
学
生
昼
食
会
、

宮
代
祭
、
追
悼
ミ
サ
、
総
会
の
他
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
で
卒
業
式
が
出
来
な

か
っ
た
61
回
生
の「
卒
業
の
集
い
」を
大
学

と
共
催
し
、
忘
れ
得
ぬ
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た「
聖
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ン
新

世
界
へ
の
出
発
二
〇
〇
年
祝
」の
行
事
に

宮
代
会
か
ら
も
多
数
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を

持
つ
こ
と
の
意
義
を
強
く
感
じ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

会
長  

ラ
ウ
リ
ア 

佳
子 （
み
64
・
宮
33
）

61 回生「卒業の集い」

ドゥシェーン会
　
母
校
の
守
護
聖
人
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュ

シ
ェ
ー
ン
渡
米
二
〇
〇
年
の
節
目
に
、
聖
女

の
偉
大
さ
を
再
認
識
し
、
そ
の
名
を
戴
く

同
窓
会
は
彼
女
の
精
神
を
深
め
る
一
年
で

し
た
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の「
祈

り
の
花
束
」、
グ
ロ
ー
バル
奉
仕
と
し
て
不
二

の
墓
苑
清
掃
。
年
代
、
学
校
を
超
え
て
受

け
継
が
れ
る
聖
心
家
族
の
真
髄
を
感
じ
ま

し
た
。「
卒
業
生
の
中
に
聖
心
の
教
育
の
真

価
が
あ
る
」と
い
う
言
葉
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
個
性
を
輝
か
せ
、
母
校
と
の
磐

石
な
架
け
橋
と
な
る
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。
祈
り
と
感
謝
を
込
め
て
。

会
長  

川
井 

裕
子 （
ド
25
・
宮
33
）

11月3日 秋のつどいにて
祈りの花束

祈りの花束を
奉納

小林みこころ会
　
四
月
の
学
院
祭
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
展
示
で

今
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
五
月
の
総
会
懇

親
会
で
は〝M

arter A
dm
irabilis 

〜
感

ず
べ
き
御
母
〞の
発
表
が
大
反
響
を
よ
び
、
東

京
支
部
同
窓
会
で
も
縮
小
版
上
映
も
お
こ

な
い
ま
し
た
。
春
と
秋
に
は
留
学
生
交
流
会

で
日
本
文
化
に
触
れ
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
ほ

か
、
十
一
月
の
宝
塚
市
主
催
の〝
よ
う
こ
そ
小

林
の
丘
へ
〞で
は
昨
年
比
二
割
増
の
百
二
十

名
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
聖
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ン
渡
米
二
〇
〇
年
記
念
奉

仕
活
動
は
、
心
ひ
と
つ
に
し
て
炊
き
出
し
等

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
墓
所
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

会
長  

濵
田 

昌
子 （
小
み
49
・
宮
31
）

「ようこそ小林の丘へ」
見学会の前に校内
お掃除

三光会主催追悼ミサ シスター山下校長（中央右）と金副校長
（同左）と役員チーム

2018 追悼ミサ

2018 総会

2018 総クラス幹事会

2018 理事会メンバーフランスからの留学生歓迎会

2019(平成31)年度入学者より、
学部名を「文学部」から「現代教養学部」に変更
「英語英文学科」の名称を
「英語文化コミュニケーション学科」 へ変更

聖心女子大学

富士山の裾野に広がる広大なキャンパス
全校生徒の約半数が寄宿生。17都府県から生徒が集います。　　
帰国生の転編入も積極的に受け入れています。

Fuji Sacred Heart School Middle School & High School

学校法人聖心女子学院

不二聖心　検索　

創 立

95周年 小林聖心女子学院

【小学校 入試情報】
 ◇小１入試  A日程・B日程
 ◇転編入試
 ◇帰国子女・転居による
    年度途中の転編入については、
    ご相談ください。
【中学校 入試情報 】
 ◇中１入試
 ◇転編入試
 ◇帰国子女転編入試

2019年度 入学試験

小林聖心　検索　

全国から生徒が集う寄宿舎。全校生徒の１／３が寄宿生です。年間を通して、転入・
編入試験を行っています。校舎・寄宿舎の見学は随時可能。事前にお電話ください。



﹇
聖
心
フ
ァ
ミ
リ
ー 

姉
妹
校
の
輪
﹈
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窓
会
報
告

同茂仁香会みこころ会
　
任
期
二
年
目
を
迎
え
、
役
員
一
同
、
同

窓
生
が
よ
り
札
幌
聖
心
に
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
は「
茂
仁
香
会
五
十
周
年
祝
賀
同

窓
会
」が
開
催
さ
れ
、
北
海
道
地
震
で
は

寄
宿
生
の
多
い
札
幌
聖
心
へ
の
支
援
金
呼

び
か
け
に
、
同
窓
生
だ
け
で
な
く
姉
妹
校

同
窓
会
の
ご
賛
同
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
海
外
在
住
の
同
窓
生
の
お
力
を
お
借

り
し
て
学
校
説
明
会
の
お
手
伝
い
等
の
機

会
も
あ
り
、
聖
心
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
強
く
感

じ
た
一
年
で
し
た
。
こ
の
絆
を
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
長  

井
手 

敬
子 （
茂
10
・
宮
32
）

寄付金の贈呈

50周年祝賀同窓会 友愛セール

真理茂会
　
二
〇
一
八
年
真
理
茂
会
は
札
幌
本
部
の

友
愛
セ
ー
ル（
九
月
）、
東
京
支
部
の
宮
代

祭
出
店（
九
月
）、
不
二
聖
心
奉
仕
活
動

と
祈
り
の
会
参
加
が
主
な
活
動
で
し
た
。

例
年
と
変
わ
ら
ず
継
続
が
主
軸
の
一
年
で

し
た
。
私
ど
も
の
総
会
は
隔
年
開
催
の
た

め
、
来
年
度
が
総
会
年
。
そ
の
議
案
打
ち

合
せ
を
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
現
実

的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
数
字
を
前
に
、

聖
心
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
奮
い
立
た
せ
な
が
ら
来

期
も
皆
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
長  

山
屋 

俊
恵 （
真
21
）

真理茂会東京支部
宮代祭

真理茂会本部友愛セール

多様に、グローバルに、より良く生き抜く。
2019年度入学試験
◆ 初等科  1年
    入学試験
◆ 初等科 ５年
    転入・編入試験
◆ 中等科  1年
    帰国生入試

札幌聖心女子学院  中学校・高等学校

わたしの未来をつくる時が
今ここではじまる。

わたしの未来をつくる時が
今ここではじまる。

〒064-8540 札幌市中央区宮の森2条16丁目10-1
TEL 011-611-9231 FAX 011-612-0980

　
み
こ
こ
ろ
会
は
創
立
百
周
年
を
終
え
、

新
し
い
時
代
へ
と
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　
今
年
も
総
会
・
裾
野
墓
参
・
総
ク
ラ
ス

幹
事
会
・
追
悼
ミ
サ
・
新
入
会
員
歓
迎
会

を
催
し
た
他
、
社
会
福
祉
部
は
多
く
の
バ

ザ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
例
年

の
活
動
を
続
け
な
が
ら
新
し
い
試
み
と
し

て
、
み
こ
こ
ろ
会
主
催
の
お
教
室
を
始
め
ま

し
た
。
ま
た
会
員
同
士
が
繋
が
る
た
め
の

交
流
会
も
発
足
し
ま
し
た
。
会
員
に
と
っ

て
同
窓
会
が
よ
り
身
近
な
存
在
に
な
る
よ

う
、
み
こ
こ
ろ
会
の
こ
れ
か
ら
の
形
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
長  

巻
波 

香
子 （
み
57
）

2018 裾野墓参

三光会
　
三
光
会
は
、
母
校
閉
校
を
受
け
て
、
次

の
ス
テ
ー
ジ
へ
進
む
最
初
の
一
年
を
活
発
に

過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。
役
員
、
元
会
長

方
と
協
力
し
、
総
会
、
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
バ

ザ
ー
、
最
後
の
ニュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
、
追

悼
ミ
サ
を
例
年
通
り
の
規
模
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
三
光
会
グ
ッ
ズ
の

開
発
、
各
同
窓
会
バ
ザ
ー
へ
の
参
加
、
ま
た

青
少
年
福
祉
セ
ン
タ
ー
バ
ザ
ー
で
は
同
窓
生

三
十
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
く

だ
さ
り
、
聖
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュシ
ェ
ー
ン
渡
米

二
〇
〇
年
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
奉
納
の
ひ
と

つ
と
な
り
ま
し
た
。

会
長  

夏
目 

真
希 （
み
70
・
三
英
40
）

語学校・ＩＳＳＨアラムネ
　
ア
ラ
ム
ネ
代
表
と
し
て
三
年
目
を
迎
え
た

今
年
、
母
校
の
百
十
周
年
記
念
、
そ
し
て

聖
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュシ
ェ
ー
ン
の
渡
米
二
〇
〇

年
記
念
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
お
祝
い
す
る
こ

と
が
で
き
て
記
念
す
べ
き
一
年
で
し
た
。

　
今
後
は
、
ア
ラ
ム
ネ
の
会
員
登
録
を
増
や

す
こ
と
、
学
校
で
の
ア
ラ
ム
ネ
の
活
動
を
増

や
す
こ
と
に
専
念
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
会
、
卒
業
式
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ー
で
の
卒

業
生
と
の
関
係
を
よ
り
深
く
広
く
出
来
る

よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
え
、
次
世
代
の

理
事
を
お
任
せ
で
き
る
担
い
手
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

会
長  M

aylin
g W
oo C

lem
en
ts
 （

I
81
）

Mimy Hayashi Chang‘84 VP
Mayling Woo Clements‘81 Pres.
Ailing Chang Kanazawa‘86 Sec.
Megumi Higuchi Sano‘81 Treasury

総幹事会にて
Sr. 岩井のご高話

宮代会
　
二
〇
一
八
年
度
の
宮
代
会
の
活
動
は
例

年
通
り
大
学
主
催
の
災
害
復
興
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
デ
ー
へ
の
参
加
、
留
学
生
昼
食
会
、

宮
代
祭
、
追
悼
ミ
サ
、
総
会
の
他
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
で
卒
業
式
が
出
来
な

か
っ
た
61
回
生
の「
卒
業
の
集
い
」を
大
学

と
共
催
し
、
忘
れ
得
ぬ
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た「
聖
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ン
新

世
界
へ
の
出
発
二
〇
〇
年
祝
」の
行
事
に

宮
代
会
か
ら
も
多
数
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を

持
つ
こ
と
の
意
義
を
強
く
感
じ
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

会
長  

ラ
ウ
リ
ア 

佳
子 （
み
64
・
宮
33
）

61 回生「卒業の集い」

ドゥシェーン会
　
母
校
の
守
護
聖
人
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュ

シ
ェ
ー
ン
渡
米
二
〇
〇
年
の
節
目
に
、
聖
女

の
偉
大
さ
を
再
認
識
し
、
そ
の
名
を
戴
く

同
窓
会
は
彼
女
の
精
神
を
深
め
る
一
年
で

し
た
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の「
祈

り
の
花
束
」、
グ
ロ
ー
バル
奉
仕
と
し
て
不
二

の
墓
苑
清
掃
。
年
代
、
学
校
を
超
え
て
受

け
継
が
れ
る
聖
心
家
族
の
真
髄
を
感
じ
ま

し
た
。「
卒
業
生
の
中
に
聖
心
の
教
育
の
真

価
が
あ
る
」と
い
う
言
葉
の
下
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
個
性
を
輝
か
せ
、
母
校
と
の
磐

石
な
架
け
橋
と
な
る
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。
祈
り
と
感
謝
を
込
め
て
。

会
長  

川
井 

裕
子 （
ド
25
・
宮
33
）

11月3日 秋のつどいにて
祈りの花束

祈りの花束を
奉納

小林みこころ会
　
四
月
の
学
院
祭
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
展
示
で

今
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
五
月
の
総
会
懇

親
会
で
は〝M

arter A
dm
irabilis 

〜
感

ず
べ
き
御
母
〞の
発
表
が
大
反
響
を
よ
び
、
東

京
支
部
同
窓
会
で
も
縮
小
版
上
映
も
お
こ

な
い
ま
し
た
。
春
と
秋
に
は
留
学
生
交
流
会

で
日
本
文
化
に
触
れ
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
ほ

か
、
十
一
月
の
宝
塚
市
主
催
の〝
よ
う
こ
そ
小

林
の
丘
へ
〞で
は
昨
年
比
二
割
増
の
百
二
十

名
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
聖
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ン
渡
米
二
〇
〇
年
記
念
奉

仕
活
動
は
、
心
ひ
と
つ
に
し
て
炊
き
出
し
等

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
墓
所
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

会
長  

濵
田 

昌
子 （
小
み
49
・
宮
31
）

「ようこそ小林の丘へ」
見学会の前に校内
お掃除

三光会主催追悼ミサ シスター山下校長（中央右）と金副校長
（同左）と役員チーム

2018 追悼ミサ

2018 総会

2018 総クラス幹事会

2018 理事会メンバーフランスからの留学生歓迎会

2019(平成31)年度入学者より、
学部名を「文学部」から「現代教養学部」に変更
「英語英文学科」の名称を
「英語文化コミュニケーション学科」 へ変更

聖心女子大学

富士山の裾野に広がる広大なキャンパス
全校生徒の約半数が寄宿生。17都府県から生徒が集います。　　
帰国生の転編入も積極的に受け入れています。

Fuji Sacred Heart School Middle School & High School

学校法人聖心女子学院

不二聖心　検索　

創 立

95周年 小林聖心女子学院

【小学校 入試情報】
 ◇小１入試  A日程・B日程
 ◇転編入試
 ◇帰国子女・転居による
    年度途中の転編入については、
    ご相談ください。
【中学校 入試情報 】
 ◇中１入試
 ◇転編入試
 ◇帰国子女転編入試

2019年度 入学試験

小林聖心　検索　

全国から生徒が集う寄宿舎。全校生徒の１／３が寄宿生です。年間を通して、転入・
編入試験を行っています。校舎・寄宿舎の見学は随時可能。事前にお電話ください。



2018年度理事

ホスピタリティ委員会
2018 年度「JASHの日」茶話会

新資料室
書棚の様子

JASH-AMASC 委員会 
カジュアル・アラムネデーでの
AMASC 世界大会の報告

JASH-AMASC 委員会 
カジュアル・アラムネデーでの
M.W.Clements 氏による講演

ホスピタリティ委員会
聖フィリピン・
デュシェーン新世界への
出発200年祝の茶話会

JASH-AMASC 委員会 
カジュアル・アラムネデー茶話会の
様子

※2018年3月にAMASC東京大会記念基金をJASH特別会計に移替いたしました。
※バラ会は2003年5月に小林みこころ会と合併いたしました。
※ソフィア会より1995年に終身会費を受領いたしました。

資料委員会
新資料室へ
の移転

写 真 で 綴 る 委 員 会 活 動 Repo r t

JASHの1年
2 0 1 8年度

2018 2019

日本聖心同窓会 2018年度決算報告書及び2019年度予算（2018年1月1日～12月31日）

一般会計　収入の部

4 ●村上直子会長就任（2018年4月1日）
●JASH新事務室開設（2018年4月1日）
●三光会総会出席（2018年4月14日）

3 ●聖心女子大学卒業式出席（2019年3月16日）
●第33回「JASHの日」開催（2019年3月19日）
●「JASHだより」29号発行（2019年3月31日）

5 ●ドゥシェーン会総会出席（2018年5月12日）
●茂仁香会東京支部総会出席（2018年5月19日）
●定例評議員会出席（2018年5月22日）
●みこころ会総会出席（2018年5月26日）
●小林みこころ会総会出席（2018年5月26日）
●Sr.ドナ・コリンズ講話参加（2018年5月26日）

6 ●定例評議員会出席（2018年6月1日）
●聖心インターナショナルスクール卒業式出席（2018年6月1日）
●茂仁香会50周年祝賀同窓会出席（2018年6月2日）
●三光会チャリティーバザー参加（2018年6月2日）
●聖心女子大学災害復興支援チャリティデー参加（2018年6月16日）

9 ●AMASCニュースレターへの寄稿（2018年9月5日）
●宮代祭参加（2018年9月8日）
●Global Service Day雑司が谷墓参・清掃（2018年9月11日）

10 ●AMASC臨時各国会長会議出席（2018年10月2日）
●聖心会総長・顧問団・ASIANZのシスター送迎・案内（2018年10月上旬）
●みこころ祭参加（2018年10月6日）
●聖心会総長および顧問団懇親会（2018年10月17日）
●JASH資料室移転（2018年10月25日）
●小林みこころ会東京支部同窓会出席（2018年10月27日）

11 ●不二聖心「秋のつどい」出席（2018年11月3日）
●聖ローズ・フィリピン・デュシェーン渡米200年祝賀行事参加（2018年11月18日）
●宮代会追悼ミサ出席（2018年11月20日）

2 ●茂仁香会新会員歓迎会プレゼンテーション貸出（2019年2月4日）
●小林みこころ会新卒生歓迎会プレゼンテーション貸出（2019年2月13日）
●ドゥシェーン会入会式プレゼンテーション貸出（2019年2月14日）
●みこころ会新入会員歓迎会プレゼンテーション貸出（2019年2月22日）
●宮代会総会出席（2019年2月23日）

7 ●カジュアル・アラムネデー開催（2018年7月7日）

■JASH名誉会長
■聖心会代表
■JASH会長
■JASH副会長

■JASH書記

■JASH会計

■JASH監事

■茂仁香会会長
■真理茂会会長

Sr. 新庄美重子
Sr. 田中玲子
村上　直子
小澤　志津子
中込　伊都子
佐々木　麗子
川辺　祐香
六本木　真美
藏原　由季子
中川　和子
木村　惠子
井手　敬子
山屋　俊恵

（み47・宮16）
（み44・宮13）
（み59・宮28）
（み57・宮26）
（三英27）
（宮41）
（小み56・宮40）
（小み52・宮34）
（小み53・宮35）
（I‘77・宮31）
（ド19・三英28）
（茂10・宮32）
（真21）

■みこころ会会長
■三光会会長
■語学校・ISSHアラムネ会長
■宮代会会長
■ドゥシェーン会会長
■小林みこころ会会長
■茂仁香会東京支部長
■真理茂会東京支部長
■小林みこころ会東京支部長
■ホスピタリティ委員会委員長
■JASH-AMASC委員会委員長
■資料委員会委員長

巻波　香子
夏目　真希
Mayling Woo Clements
ラウリア　佳子
川井　裕子
濵田　昌子
佐々木　裕美子
市岡　牧
梶谷　敬子
芝本　久美子
清水　久美子
田中　郁美

（み57）
（み70・三英40）
（I‘81）
（み64・宮33）
（ド25・宮33）
（小み49・宮31）
（茂18・宮40）
（真23）
（小み55・宮37）
（み59・宮28）
（宮34）
（茂12・三英35）

2018年度理事

毎月第2火曜日 全11回隔月第3火曜日 全6回随時

■定例役員会
■理事会
■臨時役員会
■JASHグッズ販売
■古切手処理

科 　目 2018年度予算

60,786,576

250,000
35,000

650,000
50,000
20,000

1,700,000
300,000
600,000

3,605,000
150,000

5,000
155,000
500,000
100,000
10,000

0
0

610,000
4,000,000

0
0

4,000,000
0
0
0
0

8,370,000

69,156,576

60,786,576

250,000
35,000

650,000
50,000
20,000

1,700,000
300,000
600,000

3,605,000
163,000

0
163,000
799,000
184,000

891
42,557
44,190

1,070,638
4,000,000

0
0

4,000,000
0
0

87,500
87,500

8,926,138

69,712,714

38,118,792

250,000
35,000

650,000
50,000
20,000

1,700,000
300,000
600,000

3,605,000
150,000

5,000
155,000
100,000
100,000

3,000
0
0

203,000
0
0
0

0
0
0
0
0

3,963,000

42,081,792

2018年度決算 2019年度予算

前年度繰越金

当年度収入

当年度収入合計

合　計

合　計

茂仁香会
真理茂会
みこころ会
三光会
語学校ISSHアラムネ
宮代会
ドゥシェーン会
小林みこころ会
小　計
JASHの日
資料委員会
小　計
JASHグッズ
AMASCバッジ
受取利息
雑収入
寄付金

小　計
JASH基金
AMASC資金
AMASC東京大会基金

小　計
聖心女子大学寄付
三光会バザー支援
災害復興支援
小　計

特別会計　収入の部
科 　目 2018年度予算

4,403,486
4,123,157

8,526,643
0

500,000

500,000

9,026,643

4,403,486
4,123,157

8,526,643
1,321,633
500,000

20,000,847
21,822,480

30,349,123

1,725,119
4,623,157

20,000,415
26,348,691

0
500,000

0
500,000

26,848,691

2018年度決算 2019年度予算

JASH基金
AMASC資金
AMASC東京大会基金
小　計

会
費
収
入

活
動
収
入

そ
の
他
の
収
入

特
別
会
計
取
崩

預
り
金

前
年
度
末
残
高

JASH基金
AMASC資金
AMASC東京大会基金
小　計

当
年
度
組
入
額

一般会計　支出の部
科 　目 2018年度予算

2,500,000
20,000

150,000
100,000
500,000

3,270,000
50,000

100,000
400,000
50,000

300,000
30,000

200,000
900,000
30,000

400,000
2,460,000
1,200,000

0
1,200,000

0
500,000

0

500,000
4,000,000

0
0

4,000,000
11,430,000
57,726,576
69,156,576

2,281,151
21,780
88,484

0
318,728

2,710,143
18,469
79,884

207,509
4,355

211,865
31,446

174,720
853,200
14,400

299,730
1,895,578
1,075,053

0
1,075,053
1,321,498
500,000

20,000,000

21,821,498
4,000,000

4,150
87,500

4,091,650
31,593,922
38,118,792
69,712,714

400,000
0

200,000
250,000
50,000

900,000
50,000

100,000
400,000
50,000

500,000
30,000

200,000
1,000,000

30,000
400,000

2,760,000
0
0
0
0

500,000

500,000
0
0
0
0

4,160,000
37,921,792
42,081,792

2018年度決算 2019年度予算

当年度支出

当年度支出合計
次年度繰越金
合　計

合　計

事務費
会議費
慶弔交際費
AMASC会費
雑費
小　計
ホスピタリティ委員会
JASH-AMASC委員会
資料委員会
スタディグループ
JASH活動費
AMASC活動費
JASHの日
JASHだより
ボランティア保険
予備費
小　計
JASHグッズ
AMASCバッジ
小　計　
JASH基金
AMASC資金
AMASC東京大会基金

小　計
聖心女子大学寄付
三光会バザー支援
災害復興支援
小　計

特別会計　支出の部
科 　目 2018年度予算

4,000,000
0

4,000,000
403,486

4,623,157

5,026,643

9,026,643

4,000,000
0

432
4,000,432
1,725,119
4,623,157

20,000,415
26,348,691

30,349,123

0
0
0
0

1,725,119
5,123,157

20,000,415
26,848,691

26,848,691

2018年度決算 2019年度予算

JASH基金
AMASC資金
AMASC東京大会基金
小　計

運
営
費

活
動
費

そ
の
他

特
別
会
計
組
入

預
り
金

当
年
度
取
崩
額

39,465,078
21,321,498

60,786,576

38,118,792
0

38,118,792

37,921,792
0

37,921,792

JASH本部会計
AMASC東京大会記念基金委員会

合　計

次
年
度
繰
越
金
内
訳

JASH基金
AMASC資金
AMASC東京大会基金
小　計

当
年
度
末
残
高

（単位：円）

以上の通り報告いたします。　　　　　　　  2019年1月15日　日本聖心同窓会会計　六本木真美　藏原由季子
監査の結果、間違いないものと認めます。       2019年2月19日　日本聖心同窓会監事　中川　和子　木村　惠子
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祝賀会の分かち合いとして開かれたシ
ンポジウムは、準備委員会委員長Sr.
奥井博子によるプロローグの後、山口
晶子（み55・宮24）、Sara Hisamune
（ISSH12年生）、石橋聡子（不二聖心高
校2年生）、Sr.伊澤夏海、各氏による
素晴らしいスピーチで、参加者の心
に深く残るものとなりました。

大学学食での茶話会は、祝賀にちな
む生徒達による絵画を中心にしてテー
ブルが飾られ、多くの JASH 会員も手
伝いました。皇后陛下御臨席のもと、
各校生徒達の制服姿は、大きな聖心
家族に囲まれて輝いており、和やかな
雰囲気のひとときでした。

聖心会アメリカ・カナダ管区の呼びか
けに応えての「祈りの１年」を終え、聖
フィリピン・デュシェーンの祝日11月 18
日、イエズス会ルカ神父の司式で大学
聖堂にてのお祝いミサが行われました。
聖心会シスターズ、姉妹校学生・生徒
及び教職員、JASH 各同窓会員、皆
で心を合わせて祈りました。

ASH
Japan Alumnae Association of the Sacred Heart

だより

ASH
Japan Alumnae Association of the Sacred Heart

だよりJ

聖
ロ
ー
ズ
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
デ
ュ
シ
ェ
ー
ン

新
世
界
へ
の
出
発

JASHに関する情報をいち早く
掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

▼ AMASCウェブサイトはこちら
jash316 検 索

JASH Website

2019 No.29 https://www.jash316.com/

Information

http://www.amasc-sacrecoeur.org/

発行日  2019年3月31日

発行所  日本聖心同窓会（JASH）
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AMASCを担う会長国の立候補がないと
いう危機に瀕し、多くの会長からAMASC
を続けてほしいと言われ、発祥の地ヨーロッ
パとして責任を果たすために今回の会則の
一時的変更という措置を取った。
AMASC の継続のためには学校と連携し
若い世代を取り込まなければならない。聖心
ファミリーの結束を実現し、若者の参加を得
てAMASCを明日へと繋げていくために、
皆の協力を願う。

2018年10月AMASC（世界聖心同窓会）新体制が発表されました。

“Times Change, and we have to change with it”  Saint Madeleine-Sophie Barat
AMASC 新会長 Paola del Prete
〈Message〉

日本聖心同窓会

お宝写真館
「シグナル」

from 資料委員会

　日本にある聖心の8同窓会が一堂に会する毎年恒例の「JASHの日」が3月19日に
宮代ホールで150名超のご出席のもと開催されました。昨年11月18日アメリカのセントルイス
で行われた「聖ローズ・フィリピン・デュシェーン 200年祝」ミサの動画、Sr.新庄のご挨拶、
次期JASH名誉会長 Sr.宇野三惠子のご紹介、各同窓会の活動報告発表など活発に
情報を交わす機会となりました。報告会の後、茶話会会場では各同窓会のミニバザー
や、お茶菓子を手に懐かしい顔ぶれと話に花が咲くひと時でした。

J の
第33回

日
ASH

教育担当のマザーが生徒に合図を送るときに使われたカスタネットのよう
なもの（木製）です。マザーのポケットに“シグナル”が入っていました。
沈黙の中、この「カチッ」という音で、今何をしなければならないかすべ
てわかります。1つ打ちは「礼」「前へすすめ」など行動に対する指令、
数回打ちは「お静かに」「走らない」などの注意となります。
おそらく創立者の時代からあるものでバチカン公会議によって修道服
が簡素化されたと共に姿を消したと思われます。

2018年1月、大学1号館3階に移転。崖の上に建つ
古い日本家屋の六畳一間から、明るく広い角部屋
に移り、動線とともに機能性が向上。活動しやすくな
りました。役員会、理事会を開催する会議室を兼ね
た一室です。

理事会風景。年6回、21
名の理事が集います。

各同窓会活動報告の発表

好評のミニバザーはいつも賑わっています 当日配布された世界中の聖心会シスターズからの
英語の省察とボランティアによるその日本語訳の冊子

2019.3 19

2019
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JASH事務室
［シリーズ］同窓会活動の場を訪ねて①

新大陸へ向かう情熱と勇気を
持った聖フィリピン・デュシェーンが、
4人の修道女と共に1818年に
レベッカ号に乗り込み大西洋を
渡ってから200年となりました。

2019年秋、スタディグループ発足！ 詳細は決定次第、ウェブサイトに掲載いたします。

●会長
Paola DEL PRETE  DELVAGLIO（イタリア）

●副会長
Jacqueline de MONTJOYE（ベルギー）

●総書記
Marie-Pascale de DROUAS（フランス）

●総会計
Bianca M. FENZI（イタリア）

●コーディネーターヨーロッパ
Pilar GRASSA GARRIDO

●コーディネーターラテンアメリカ
Rosa Cristina JARAMILLO

●ベルギー当局とのリエゾン
Quentin MERNY

●ホスピタリティ ニュースレター
Alicia MOREYRA

●コーディネーター北米
Rhonda RAFFI MEEGAN

●ヤング AMASCとのリエゾン
Dede SHEEHAN BRUNETTI

●コーディネーターアフリカ
Rosemary Namukasa SSEMBAJJWE

●ウェブマスター
Victoria ZABALA（スペイン）

●アーキヴィスト
Federica ROSSI GERMANI

旧事務室から共に
引っ越した戸棚。
JASHの歩みの充
溢を覚えます。

AMASCは各国の同窓生から古切手を集め、スペインの同窓会が古切手市場で換金して、
AMASCの活動に役立てています。
使用済切手の周囲5ミリほどを残し、JASH事務室までお送りください。古切手を集めて

います！
Stamp

News!

●学校とのリエゾン
Maria Luisa CAMPA（イタリア）

●コーディネーターオセアニア州
Viki CULLEN

日本国内の聖心姉妹校の
フェイスブックページをご存知ですか？
ぜひご覧ください。

学校法人聖心女子学院教育ネットワーク
S a c r e d  H e a r t  S e v e n  S i s t e r  S c h o o l s

https://www.facebook.com/SeishinNetwork 

「共生」「姉妹校連携」「東日本大震災」
「児童・生徒・学生募集」をキーワードとして7校の

情報を発信しています。

聖ローズ・フィリピン・デュシェーン
200年記念祝 省察ミニバザー

報告会

任期満了に伴い、JASH 名誉会長は2019年4月1日よりシスター宇野三惠子となられます
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